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都市構造再編集中支援事業
都市再生整備計画事業
まちなかウォーカブル推進事業



目標及び計画期間 様式（１）-②　

市町村名 地区名 面積 130 ha

平成 29 年度　～ 令和 3 年度 平成 29 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
都市全体の再編方針（都市機能の拡散防止のための公的不動産の活用の考え方を含む、当該都市全体の都市構造の再編を図るための方針）　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

・本地区周辺は、古くから農業振興が図られてきた地域であるが、大規模工場等が進出したことに伴い、交通量の増加や無秩序な宅地化が進行していた。
・本地区南側の鎌田地区は、神明宮、医王寺など歴史的文化的な資源が多く存在するとともに、茶畑や森林等の緑豊かな地区である。
・本地区北側の新貝地区は、工業団地と緑地・ほ場に挟まれ、ＪＲ東海道線に接した丘陵地で、道路・公園等が未整備な地区である。
・本地区では大規模工場の立地とともに宅地化が進行している。
・昭和62年に本地区に新駅設置の請願がなされ、新駅を核とした新たな都市拠点の形成を目指し、平成7年11月に磐田市新貝土地区画整理事業、平成21年12月に磐田市鎌田第一土地区画整理事業が認可され、現在施行中である。
・ＪＲ東海道本線に磐田新駅が設置されることとなり、新都市拠点として、「働き場、住み場、交流する場」の調和のとれたコンパクトなまちづくりが期待できる。
・本市の新たな玄関口として相応しい市街地形成に加え、安心・安全・快適な住環境を創出することにより、定住化に繋げ、誰もが住んでよかったと思えるまちづくりを進める。
・磐田新駅の開業が令和元年度末に予定されている。

・土地区画整理事業による基盤整備を活かし、新たに開業する新駅を中心に人を引き付ける魅力づくりが必要である。
・Ｊ２ジュビロ磐田やラグビートップリーグヤマハ発動機ジュビロのホームスタジアムであるヤマハスタジアム周辺の公共施設整備が必要である。
・高齢者や障がい者及び外国人市民など、誰もが利用しやすい施設整備の必要性が求められている。

■都市計画マスタープラン
　　・JR磐田新駅周辺は、本市東部における新都市拠点として位置づけ、新たな定住環境の創出を目指し、土地区画整理事業による市街地整備を推進し、緑豊かなゆとりある住宅地の形成を図る。
　　・新たな交通拠点、玄関口となるJR磐田新駅を核とし、近隣の生活利便性を高める商業・業務機能の充実を図る。
　　・駅舎や駅周辺のバリアフリー整備を進める。
　　・新たなバス事業等、公共交通網の充実を図る。
　　・各種公共施設のユニバーサルデザイン化（バリアフリー化）を推進するとともに、防災拠点としての充実を図る。

■総合計画
　　・土地区画整理事業を計画的に推進し、周辺の土地利用との整合を図りつつ、新駅の整備を推進する。
　　・土地区画整理事業をはじめとする基盤整備の実施により、安全で快適な居住環境形成を図る。
　　・地区計画や建築協定の奨励等により、快適で、うるおいのある居住環境の維持、保全を図る。
　　・JR新駅の整備は、土地区画整理事業や周辺の土地利用との整合を図りつつ推進する。

大目標：新駅を核に、「労働・住環境・交流」を兼ね備えた総合力の高いコンパクトなまちづくり
　目標：交流人口の増加
　目標：定住化の促進
　目標：誰もが住んでよかったと思えるまちづくり

　本市では、昭和62年に地域住民の署名による請願を磐田市議会が採択したことにより、東海道本線袋井・磐田間に新駅を設置すべく、新駅を核としたまちづくりが進められてきた。新駅の近隣には、ヤマハ発動機の本社工場やNTN磐田製作所等の
工場が集積し、公共交通が脆弱であることから、朝夕の通勤時間帯には慢性的な交通渋滞が生じている。また、Ｊリーグジュビロ磐田やラグビートップリーグのヤマハ発動機ジュビロのホームスタジアムもあるヤマハスタジアムも立地しており、イベン
ト開催時にも大規模な交通渋滞が発生し、住民の日常生活に影響をきたしていることから、地域の魅力が低下している。
　平成26年に東海道本線袋井・磐田間に御厨駅の設置が決まり、令和2年3月に開業を迎えることから、通勤やイベントへの来客者が目的地である企業やスタジアム等へ安全で快適に通行ができるよう御厨駅周辺の高質空間の形成を図るとともに、
地域住民が御厨駅を身近に感じ、親しみを持って利用ができるよう自転車等駐輪場やバリアフリーに対応した公衆トイレ等の整備を進めることで、鉄道利用を促進し、交流人口の増加を図る。
　また、関連事業である土地区画整理事業による都市基盤の整備に加え、街路灯や公園の整備、普通河川の改修等を行い、安心安全な地域づくりを進め、居住環境の向上と地域の魅力の発展を目指す。さらに、定住化を促進させるため「労働・住
環境・交流」を兼ね備えた総合力の高いコンパクトなまちづくりを行い住みやすさの満足度を高め「ずっと住み続けたいまち」「住んでよかったと思えるまち」の形成を図る。

都道府県名 静岡県 磐田市 磐田新駅周辺地区

計画期間 交付期間 3



都市構造再編集中支援事業の計画　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。
都市機能配置の考え方

都市の再生のために必要となるその他の交付対象事業等

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 H28 R3

戸 H28 R3

％ H28 R3地区周辺の住みやすさの満足度
地区周辺住民を対象とした市民意識調査で「ずっと住み
続けたい」と答える市民の割合の増加

H28年度公表の市民意識調査と5年後のR3年度に公表される市
民意識調査を比較し、地区周辺に「ずっと住み続けたい」と答える
人の割合の増進を図ることで、定住化と「住んでよかったと思える
まちづくり」の指標とする。

55.4% 60.0%

地区内の定住化 新駅を中心とした戸建住宅戸数の増加
新駅整備や土地区画整理事業による基盤整備を行い、地区内の
居住環境の向上と定住者数の増加を図り、地域の魅力発展を目
指す。

390戸 410戸

新駅開設に伴う鉄道利用者数 新駅開設に伴う新駅の乗車人員の増加
JR東海道本線袋井・磐田間に開業する新駅により、鉄道利用者
の増加を図ることで、通勤時間帯やヤマハスタジアム周辺の交通
渋滞の緩和と交流人口の増加を目指す。

1,000人 1,500人

　磐田市鎌田第一土地区画整理事業は、平成21年より組合施行で進められており、磐田市東部土地区画整理事業（平成18年度完了）と磐田市新貝土地区画整理事業（令和4年度完了予定）とともに東海道本線袋井・磐田間の新駅である御厨駅を
核としたまちづくりの一角を担っている。令和2年3月に御厨駅が開業することから、事業の進捗をさらに図り、整備を促進させることで地域の活性化に寄与するため、令和3年度より都市再生土地区画整理事業の実施を目指す。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

・幹線となる道路については、歩道等のバリアフリー化や街路灯の設置を進め、安全で快適な空間形成を図り、地域住民だけでなく、通勤者や来訪者にも明るく、あたたかい良好な印象を与える。
・新駅である御厨駅周辺は、シェルターや案内板等を整備した駅前広場を配置し、自転車等駐輪場やバリアフリー対応トイレ等の整備を行うことで、過度に自家用車に依存しない地域の形成を進め、交通渋滞の緩和を図る。
・住宅地においては、公園や河川の整備を図ることで地域の防災能力を高めるとともに、地域コミュニティを醸成し、安心で安全な地域づくりをすることで、定住化の促進を図る。



整備方針等 様式（１）-③　

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
【交流人口の増加】
　・人々が集うとともに、災害時の一時避難所として機能する公園の整備を行う。
　・来訪者に観光情報を提供するとともに、誰もが地域の情報や災害時の情報を入手することができる情報表示板、案内板等の整備を行う。
　・イベント開催時に人々を高揚させる道路空間の形成を図る。
　・歩道のバリアフリー化を進め、誰もが安全に歩行できる空間の形成を図る。
　・公共施設のバリアフリー化を促進し、誰もが安心して利用できる施設整備を図る。

■基幹事業
　・公園（新貝公園）
　・地域生活基盤施設（ポケットパーク）
　・地域生活基盤施設（（都）磐田新駅南北連絡線情報表示板）
　・地域生活基盤施設（案内板）
　・高質空間形成施設（（都）三ヶ野新貝2号線）
　・高質空間形成施設（（都）磐田袋井線）
　・高質空間形成施設（（都）東部台地線）
　・高質空間形成施設（（都）新駅南口線）
　・高質空間形成施設（（市道新貝37号線）
　・高質空間形成施設（新駅北口広場）
　・高質空間形成施設（新駅南口広場）
　・高質空間形成施設（市道西之島岩井線）
　・高質空間形成施設（バリアフリー対応公衆トイレ）

○関連事業
　・新駅設置事業（東海道本線袋井・磐田間）
　・街路（（都）磐田新駅南北連絡線）

【定住化の促進】
　・新駅の整備や新たな公共交通機関の増設による、移動手段に長けた利便性の高いまちづくりの形成を図る。
　・公共施設の整備改善による居住環境の向上を図る。
　・歩道のバリアフリー化を進め、誰もが安全に歩行できる空間の形成を図る。
　・公共施設のバリアフリー化を促進し、誰もが安心して利用できる施設整備を図る。

■基幹事業
　・公園（新貝公園）
　・地域生活基盤施設（自転車駐輪場（新駅北口））
　・地域生活基盤施設（自転車駐輪場（新駅南口））
　・高質空間形成施設（新駅北口広場）
　・高質空間形成施設（新駅南口広場）
　・高質空間形成施設（バリアフリー対応公衆トイレ）

○関連事業
　・土地区画整理事業（磐田市新貝土地区画整理事業）
　・土地区画整理事業（磐田市鎌田第一土地区画整理事業）

【誰もが住んでよかったと思えるまちづくり】
　・狭隘道路の解消、河川改修、雨水排水、防犯、災害対策を行うことによる安全安心なまちづくりの形成を図る。
　・幹線道路や主要道路おける安全安心な歩行者空間の形成を図る。
　・住民参加型のまちづくりを進め、新駅を中心としたより良い居住環境の形成を図る。
　・公共施設のバリアフリー化を促進し、誰もが安心して利用できる施設整備を図る。

■基幹事業
　・公園（新貝公園）
　・高質空間形成施設（バリアフリー対応公衆トイレ）

□提案事業
　・地域創造支援事業（倉西川）
　・地域創造支援事業（防犯灯（防犯カメラ））
　・まちづくり活動推進事業（まちづくりワークショップ）
　・事業活用調査（事業効果分析調査）

○関連事業
　・土地区画整理事業（磐田市新貝土地区画整理事業）
　・土地区画整理事業（磐田市鎌田第一土地区画整理事業）



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業） 様式（１）-④-１　

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路

公園 磐田市 直 1.80ha R2 R3 R2 R3 29 29 29 29 －

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 磐田市 直 0.07ha R元 R3 R元 R3 27 27 27 27 －

磐田市 直 0.05ha H30 R元 H30 R元 83 83 83 83 －

磐田市 直 0.08ha R元 R2 R元 R2 37 37 37 37 －

磐田市 直 1ヶ所 R元 R元 R元 R元 6 6 6 6 -

磐田市 直 17ヶ所 R元 R2 R元 R2 29 29 29 29 －

高質空間形成施設 磐田市 直 227ｍ H29 R元 H29 R元 35 35 35 35 -

磐田市 直 280ｍ H30 H30 H30 H30 27 27 27 27 -

磐田市 直 0.30ha H30 R元 H30 R元 93 93 93 93 -

磐田市 直 0.27ha H30 R元 H30 R元 102 102 102 102 -

バリアフリー対応公衆トイレ 磐田市 直 2ヶ所 H30 R元 H30 R元 39 39 39 39 -

高次都市施設 地域交流センター

観光交流センター

まちおこしセンター

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

誘導施設 医療施設

社会福祉施設

教育文化施設

子育て支援施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 507 507 507 0 507 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

磐田市 直 73.1ｍ H26 H30 H29 H30 250 250 250 250

磐田市 直 25基 R元 R元 R元 R元 11 11 11 11

磐田市 直 － R3 R3 R3 R3 2 2 2 2

磐田市 直 － H29 R元 H30 H30 1 1 1 1

合計 264 264 264 0 264 …B

合計(A+B) 771
（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度
組合 国土交通省 40.4ha ○ H7 R4 7,964

組合 国土交通省 25.2ha ○ H21 R10 7,722

磐田市 国土交通省 ○ H26 R2 3,339

磐田市 国土交通省 130.6ｍ ○ H26 R2 1,600

合計 20,625

交付対象事業費 771 交付限度額 305.9 国費率 0.397

事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

細項目

東海道本線袋井・磐田間

交付期間内事業期間

住宅市街地総合整備事業

新貝公園

(都)磐田新駅南北連絡線情報表示板

事業

事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

普通河川改修 倉西川

防犯灯（防犯カメラ） 防犯灯（防犯カメラ）

事業

事業活用調
査

事業効果分析調査 事業効果分析調査

事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○）

まちづくり活
動推進事業

ワークショップ まちづくりワークショップ

事業主体 所管省庁名 規模

事業期間
全体事業費事業

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

土地区画整理事業 磐田市鎌田第一土地区画整理事業

新駅設置事業

事業

自転車駐輪場（新駅北口）

自転車駐輪場（新駅南口）

ポケットパーク

案内板

街路

土地区画整理事業 磐田市新貝土地区画整理事業

（都）磐田新駅南北連絡線

事業箇所名

事業箇所名

（都）三ヶ野新貝2号線

（都）新駅南口線

新駅北口広場

新駅南口広場

事業箇所名



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市再生整備計画事業） 様式（１）-④-２　

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 磐田市 直 0ヶ所 R元 R2 R元 R2 0 0 0 0 －

高質空間形成施設 磐田市 直 800ｍ H29 R3 H29 R3 139 139 139 139 -

磐田市 直 450ｍ H29 R3 H29 R3 26 26 26 26 -

磐田市 直 360ｍ R3 R3 R3 R3 3 3 3 3 -

磐田市 直 650ｍ R3 R3 R3 R3 6 6 6 6 -

高次都市施設地域交流センター

観光交流センター

まちおこしセンター

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

住宅市街地総合整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 174 174 174 0 174 － …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

磐田市 直 － R3 R3 R3 R3 0 0 0 0

磐田市 直 － H29 Ｈ29 H29 Ｈ29 1 1 1 1

合計 1 1 1 0 1 …B

合計(A+B) 175
（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度
組合 国土交通省 40.4ha ○ H7 R4 7,964

組合 国土交通省 25.2ha ○ H21 R10 7,722

磐田市 国土交通省 ○ H26 R2 3,339

磐田市 国土交通省 130.6ｍ ○ H26 R2 1,600

合計 20,625

街路 （都）磐田新駅南北連絡線

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

土地区画整理事業 磐田市新貝土地区画整理事業

新駅設置事業 東海道本線袋井・磐田間

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業期間
全体事業費事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名

（いずれかに○）

まちづくり活
動推進事業

ワークショップ まちづくりワークショップ

事業活用調
査

事業効果分析調査 事業効果分析調査

規模

地域創造
支援事業

事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目
事業 事業箇所名

案内板

70.0 国費率 0.4

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

（都）磐田袋井線

（都）東部台地線

市道新貝37号線

交付対象事業費 175 交付限度額

細項目

市道西之島岩井線

土地区画整理事業 磐田市鎌田第一土地区画整理事業



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥　

　磐田新駅周辺地区（静岡県磐田市） 面積 130 ha 区域 磐田市新貝、鎌田



新駅開設に伴う駅利用者数 （　人　） 1000 （H28年度） → 1500 （R3年度）

地区内の定住化 （　戸　） 390 （H28年度） → 410 （R3年度）
地区周辺の住みやすさの満足度 （　％　） 55.4 （H28年度） → 60 （R3年度）

磐田新駅周辺地区（静岡県磐田市）　整備方針概要図（都市構造再編集中支援事業）

目標
大目標：新駅を核に、「労働・住環境・交流」を兼ね備えた総合力の高い

コンパクトなまちづくり

代表的

な指標

様式（１）-⑦-１

ヤマハスタジアム

0m 200m

至：浜松

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

【関連事業】
磐田市鎌田第一土地区画整理事業

【地域生活基盤施設】
ポケットパーク整備事業

【関連事業】
東海道本線袋井・磐田間新駅設置事業

【関連事業】
磐田新駅南北連絡線設置事業

【高質空間形成施設】
磐田新駅北口広場

【関連事業】
磐田市新貝土地区画整理事業

【高質空間形成施設】
磐田新駅南口線

【高質空間形成施設】
磐田新駅南口広場

【地域生活基盤施設】
●案内板（１７ヶ所）

【高質空間形成施設】
●バリアフリー対応公衆トイレ（２ヶ所）

【地域生活基盤施設】
（都）磐田新駅南北連絡線情報表示板

【地域創造支援事業】
普通河川改修（倉西川）

【地域生活基盤施設】
自転車駐輪場（新駅南口）

【事業活用調査】
事業効果分析調査

【まちづくり活動推進事業】
ワークショップ

【地域創造支援事業】
防犯灯（防犯カメラ）

【地域生活基盤施設】
自転車駐輪場（新駅北口）

【公園】
新貝公園整備事業

【高質空間形成施設】
（都）三ヶ野新貝2号線



新駅開設に伴う駅利用者数 （　人　） 1000 （H28年度） → 1500 （R3年度）

地区内の定住化 （　戸　） 390 （H28年度） → 410 （R3年度）
地区周辺の住みやすさの満足度 （　％　） 55.4 （H28年度） → 60 （R3年度）

磐田新駅周辺地区（静岡県磐田市）　整備方針概要図（都市再生整備計画事業）

目標
大目標：新駅を核に、「労働・住環境・交流」を兼ね備えた総合力の高い

コンパクトなまちづくり

代表的

な指標

様式（１）-⑦-２

ヤマハスタジアム

0m 200m

至：浜松

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

【関連事業】
磐田市鎌田第一土地区画整理事業

【関連事業】
東海道本線袋井・磐田間新駅設置事業

【関連事業】
磐田新駅南北連絡線設置事業

【高質空間形成施設】
（都）磐田袋井線

【高質空間形成施設】
東部台地線

【関連事業】
磐田市新貝土地区画整理事業

【高質空間形成施設】
市道西之島岩井線

【まちづくり活動推進事業】
ワークショップ

【高質空間形成施設】
市道新貝37号線


